
症例1
【年齢】70歳代
【性別】女性【部位】左乳腺E
【臨床経過】

前医で左乳頭の外側（E領域）に1cm大の腫瘤に気づいた
細胞診の結果はclass3

【検体種】穿刺吸引 直接塗抹合わせ法およびLBC法

MMGでは左E領域にFADと思
われる所見ありCat.3（前医）

左乳房3時方向5mm付近に14x12x9mm大の
Solid & Cystic Tumor →Atheroma疑い →FNAC



Pap. ×4 Pap. ×4

直接塗抹 直接塗抹



Pap. ×20 Pap. ×20

直接塗抹 直接塗抹



Pap. ×20 Pap. ×20

直接塗抹 直接塗抹



Pap. ×40 Pap. ×40

直接塗抹 直接塗抹



Pap. ×40 Pap. ×40

直接塗抹 LBC



判定：
推定病変：

【出現様式】
【背景】
【構造】
【筋上皮】
【細胞異型】

推定する組織のシェーマ
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